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○水素ステーション実証試験設備 
 今回、九州大学伊都キャンパスにおいて事故を起こした水素ステーション実証試験設備は、「コ

ンプレッサーレスの高圧水電解水素ステーションの開発」（九州大学、九州電力、三菱商事、キ

ューキの共同研究）において設置された施設です。１１月１４日に高圧ガス製造施設の完成検査

合格証を受けたのち、１１月１５日に試運転を開始しました。 
 
 この水素ステーションの心臓部であるＨＨＥＧは、三菱商事が世界にさきがけて開発した、コ

ンプレッサーを使用せずに、水の電気分解により高圧の水素ガスを直接発生する装置です。昨年、

その試作機が 35MPaで 2.5Nm3/hの水素製造を達成しました。 
  
 本研究の目的は、このＨＨＥＧの高圧・大型化（圧力 40MPa、水素製造能力 30Nm3/h）を図
り、併せて、風力等の自然エネルギーも利用できるオンサイト型水素ステーションを開発するこ

とです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事故の概要 
 今回の事故は、ＨＨＥＧの試運転中に、高圧酸素配管の一部において発生したものです。詳細

な原因については現在究明中ですが、現時点でわかった現象は次のとおりです。 
（１）ＨＨＥＧは障壁で囲まれており、運転中は立入禁止であるため人的被害はなかった。 
（２）40MPa(400 気圧)の酸素配管（下図の赤丸部）が破裂し、大きな音を生じ、酸素と水が急

激に放出された。 
（３）酸素により周辺の配線被覆材が燃焼した。 
（４）同時に白煙を生じた（水蒸気と思われる）。 
（５）破裂によって損傷した酸素配管の一部が、障壁に囲まれた範囲内で飛散した。 
（６）ＨＨＥＧは自動的に緊急停止した。 
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○お詫びと今後の対応 
 未来のエネルギーとして期待されている水素エネルギーの研究において、今回の事故を起こし

ましたことは遺憾であり、近隣の方々、本学学生・教職員ほか、多くの皆様に多大なるご心配を

おかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 
 今後は、事故の原因を早急に究明するとともに、事故の再発防止に向けて万全な対策を講じた

上で、研究を再開したいと考えております。 
 
 


